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1.はじめに 
近年の大学教育においては，学生の能力につ

いて多面的な評価を行うことが重要と考えられ

るようになり，学習活動のプロセスを含めた学

習成果物や学習履歴データ（以下，成果物）を

電子的に記録できる e ポートフォリオが注目さ

れている 1)．既存の eポートフォリオでは成果物

を蓄積して学生自らがその成果を振り返ること

や，教員に成果物を公開して評価を得ることが

できる．しかし，学生が主体的に継続して e ポ

ートフォリオを活用することは難しいと言われ

ている 1)．そこで，e ポートフォリオに蓄積され

た成果物の有用的な活用方法として就職活動に

着目した．経済団体や所轄官庁，関連企業は

個々の企業に対して，学生にわかりやすく求め

る人材像を発信することを積極的に推進してい

る 2)．企業の求める人材像から抽出した能力（以

下，求める能力）をもとに成果物の蓄積を行い，

蓄積された成果物を就職活動時に活用すること

により，学生はエントリーシートや履歴書作成

等の際の振り返りを支援できる．また，蓄積さ

れた成果物はそれぞれの企業が求める能力に関

連していることから，企業はこれらの成果物を

選考時の判定資料として活用することで，求め

る人材を適切に採用できる． 

本研究では e ポートフォリオと連携し，蓄積

された成果物を就職活動へ活用することを目的

とし，成果物と企業が求める能力の関連付け手

法を提案する．本稿では本システムの概要につ

いて紹介する． 

 

2.提案システムの概要 

2.1 成果物の蓄積 
成果物の蓄積の利用イメージを図１に示す．

③企業が求める人材像が記載されている企業の

ホームページから求める能力を抽出する．⑥学 

 

 

 

生が成果物を e ポートフォリオへ蓄積する際に

は，この能力をメタ情報として付与する． 

図 1 に示す企業 DB は企業が求める人材像など

の企業情報を蓄積する．この企業情報から，

Yahoo!で提供しているキーフレーズ抽出 API を

用いて特徴語を抽出する．抽出した特徴語の中

から企業が求める能力を DB に蓄積する．また，

能力 DB の内容を成果物蓄積の際にメタ情報とし

て付与するときに用いる．プロトタイプシステ

ムでは本学の過去 3 年間の学部就職先を対象と

した．e ポートフォリオに蓄積する成果物と付与

する能力の例を表 1に示す． 

 

表１ 蓄積する成果物と付与する能力の例 

抽出される能力 蓄積する成果物 

積極性 インターンシップ報告書 

コミュニケーシ

ョン能力 

各ミーティングの議事録 

学外者とやり取りしたメール

の本文 

向上心 各種セミナーへの参加記録 

人間性 自己紹介文 

チャレンジ精神 学会発表資料 

各種コンテストの応募記録 

 

 
図 1：成果物蓄積の利用イメージ 

 

2.2 成果物の検索 
成果物の検索の利用イメージを図 2 に示す．

⑥選考を受ける企業が求める能力に関連した，

成果物を抽出（フィルタリングと概略化）する．

本研究において，アピールできる成果物を抽出
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する際に，e ポートフォリオに蓄積されている成

長要因，自己評価，他者評価の 3 つを参考とす

る． 

成長要因とは，個人が自身の成長に繋がった

と判断したコンテンツと定義し，何気ない気付

き情報や日々の活動を記録しているソーシャル

メディアから学習成果物作成時の思考過程や感

情，他者からの気づき情報を取得して判断され

たものとする 3)． 

 
図 2：成果物検索の利用イメージ 

 

3．プロトタイプシステムの開発 
 本研究の有効性を確認するため，著者が所属

する研究室での利用を前提としたプロトタイプ

システムを開発した．開発環境を表 2 に示す．

開発状況としては，成果物蓄積機能の開発段階

である． 

表 2 開発環境 

Web サーバ Apache 2.2 

DBMS MySQL 5.5 

Script Ruby 1.9 

フレームワーク Ruby on Rails 3.2 

 

3.1 能力 DB の構築 
 2.1 節で示した方法で，調査及び抽出した企業

が求める能力を事前に DB に格納する．構築した

能力 DB の例を表 3に示す． 

表 3 A 社と B社の能力 DB 

A 社の求める能力 B 社の求める能力 

誠実さ 連帯感 

創造力 協調性 

責任感 コミュニケーション力 

行動力 意識 

チャレンジ精神 実力 

 

3.2 成果物の蓄積 
 ユーザが最初に成果物の蓄積を行う際に，図 3

の左で示す画面のように複数の企業から興味が

ある企業を選択し事前の登録を行う．事前登録

後，成果物の蓄積を行う．成果物の蓄積の際に，

事前登録した企業の能力 DB からメタ情報として

成果物に付与する能力が，図 3 の右で示す画面

のように示される．ユーザはその能力の中から

成果物に適切と思われる能力を選択し，成果物

にメタ情報として付与する．メタ情報を付与し

た成果物を e ポートフォリオに蓄積することで

成果物蓄積の支援となる． 

 
図 3：企業事前登録と成果物投稿の画面例 

 

3.3 成果物の振り返り 
 成果物の振り返りをユーザが行う際は，選考

を受ける企業を 1 つ選択する．選択された企業

の能力 DB の項目がメタ情報として付与されてい

る成果物を検索，抽出する．抽出された成果物

の中で成長要因となっている成果物，自己評価

の入力の有無，他者評価の入力の有無を考慮し，

ユーザに表示することで成果物の振り返りを支

援する． 

 

4．おわりに 
 本稿では，企業の求める人材像から得られる

求める能力をもとに蓄積した成果物を，就職活

動に活用するための e ポートフォリオと連携し

た就職活動支援システムを提案した． 

 今後は，DB に蓄積されていない企業や能力の

登録方法や，抽出した能力の表記ゆれについて

検討する． また，検索された成果物の概略化方

法についても検討する． 
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